
ツ
ォ
ン
ヵ
・
〈
の
直
接
の
弟
子
は
非
常
に
数
多
く
い
る
が
、
そ
の

主
な
者
は
、
ト
ク
デ
ン
Ⅱ
ジ
ャ
ム
パ
ル
ギ
ャ
ッ
オ
（
閂
。
覗
匡
四
国

且
四
日
Ｑ
も
巴
侭
目
ｐ
Ｈ
日
呂
○
．
届
剖
ｌ
匡
路
）
〕
ド
ゥ
ル
ジ
ン
Ⅱ
タ
ク
パ

ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
含
己
巳
ぽ
い
冒
血
罰
凋
、
己
ｐ
Ｈ
喝
巳
目
厨
冒
ご
』
園
忌
ｌ

置
獣
）
・
ギ
ャ
ル
ツ
ァ
プ
ジ
ェ
（
Ｈ
○
昌
昌
蔚
宮
号
旦
①
）
）
ケ
ー
ト
ゥ
プ

ジ
ェ
（
日
厨
房
儲
唱
ロ
ゥ
且
①
）
】
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
チ
ェ
ジ
ェ
（
ご
ゅ
日
。
ご
割
閏
厨

ｇ
ｏ
⑩
型
①
園
ご
ｌ
匡
乞
〉
レ
プ
ン
寺
の
創
建
者
）
、
チ
ャ
ム
チ
ェ
ン
チ
ェ

ジ
ェ
（
国
冒
９
ｍ
目
の
昌
呂
○
ｍ
且
①
、
セ
ラ
寺
の
創
建
者
）
、
ジ
ェ
Ⅱ
シ

ェ
ラ
プ
セ
ン
ゲ
（
こ
①
帯
ｍ
Ｈ
号
、
ｇ
鴨
〕
ギ
ュ
メ
寺
の
創
建
者
）
、
．
〈

ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
ゲ
ド
ゥ
ン
ト
ゥ
。
フ
（
勺
眉
目
２
口
の
①
冨
巨
〕
四
号
』
第

一
世
ダ
ラ
ィ
ラ
ご
た
ち
で
あ
る
。
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
有
名
な
弟
子
た

ち
一
四
七
人
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
ロ
ン
ド
ル
ラ
マ
の
全
集
の
中

ゲ
ル
ク
派

ニ
ッ
ォ
ン
カ
・
〈
の
弟
子
た
ち

小

史

(下）

日
ギ
ャ
ル
ッ
ァ
プ

ギ
ャ
ル
ッ
ァ
プ
Ⅱ
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
（
Ｈ
の
冒
巴
厨
ぼ
け
ロ
目
白
色

Ｈ
Ｅ
９
の
ロ
】
園
霞
ｌ
匡
忠
）
は
、
ツ
ァ
ン
テ
ー
（
潤
切
ｇ
ｍ
８
ｅ
に
生

れ
、
ネ
ニ
ン
伝
ｚ
儲
呂
ｇ
）
の
官
長
リ
ン
チ
ェ
ン
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン

の
許
で
出
家
し
、
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
の
名
を
与
え
ら
れ
た
。
カ

ー
シ
ー
パ
Ⅱ
リ
ン
チ
ェ
ン
ド
ル
ジ
ェ
と
レ
ン
ダ
ワ
と
に
依
っ
て
聖

教
と
理
論
の
勝
れ
た
学
者
と
な
っ
た
。
サ
キ
ャ
や
サ
ン
プ
寺
や
ツ

ェ
タ
ン
寺
な
ど
で
、
十
難
解
学
忌
日
自
習
沙
乱
鄙
藍
冨
》
崖
冒
尉
図
‐

Ｈ
ｐ
ｍ
『
巴
色
目
』
国
Ｈ
Ｐ
》
言
四
口
声
目
ｐ
Ｈ
昌
四
屍
倒
ぐ
ゅ
命
胃
四
）
少
匡
芦
己
岸
国
貝
口
色
弄
３
四
》

ぐ
旨
昌
閉
貝
目
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
註
釈
書
〕
に
関
す
る
試
問
を

Ｑ

に
出
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
ゲ
ル

ク
派
の
歴
史
の
上
で
特
に
重
要
な
弟
子
た
ち
を
、
簡
単
に
紹
介
す

る
に
止
め
る
。

小 ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン

谷
信
千
代

q 兵
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受
け
た
が
、
人
灸
は
彼
の
す
ば
ら
し
い
解
答
ぶ
り
に
心
を
奪
わ
れ

た
。
理
論
で
は
彼
に
か
な
う
者
も
な
く
、
人
々
に
畏
怖
さ
れ
る
程

で
あ
っ
た
。
ツ
ェ
タ
ン
で
の
試
問
を
終
っ
た
時
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の

所
へ
論
争
に
趣
い
た
が
、
か
え
っ
て
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
の
人
徳
に
深
い

信
頼
を
よ
せ
、
そ
の
弟
子
に
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
六
歳
の
年
に
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
の
後
を
踏
襲
し
て
、
第
二
代
の
ガ

ン
デ
ン
テ
ィ
パ
（
括
農
国
曾
口
唇
風
冨
々
ガ
ン
デ
ン
寺
の
官
長
）
と
な

っ
た
。

彼
に
は
次
の
よ
う
な
著
作
が
あ
る
。

『
〃
量
釈
頌
″
の
解
説
、
〃
解
脱
道
を
不
顛
倒
に
明
ら
か
に
す
る
〃

と
い
』
フ
書
』
言
Ｏ
Ｆ
ｚ
ｐ
置
巴
）

『
〃
量
決
択
″
の
大
註
た
る
〃
密
意
善
明
〃
』
（
門
○
戸
ｚ
ｏ
ｍ
．
置
認
〉

『
量
〃
正
理
滴
″
の
註
釈
た
る
〃
善
釈
心
髄
の
宝
庫
〃
』
冒
呂

ｚ
○
．
豊
訊
）

『
量
経
の
解
説
』
冑
目
．
ｚ
○
．
理
雪
）

『
〃
般
若
波
羅
蜜
多
優
婆
提
舎
論
現
観
荘
厳
″
の
註
、
い
わ
ゆ
る

〃
明
義
″
に
対
す
る
解
説
、
〃
蔵
荘
厳
″
と
名
づ
け
る
吾
』

（
Ｈ
Ｏ
Ｆ
ｚ
ｏ
，
望
罷
）

『
〃
大
乗
上
但
特
羅
″
に
対
す
る
註
』
言
呂
．
ｚ
○
．
豊
置
）

『
入
菩
薩
行
の
解
説
″
仏
子
の
渡
岸
″
」
宵
目
．
ｚ
○
．
豊
麓
）

切
吟
切
吟
）

『
〃
中
観
宝
鬘
″
の
要
義
を
明
ら
か
な
ら
し
む
』
宵
○
戸
ｚ
○
・

ｍ
吟
四
コ
）

『
〃
四
百
頌
″
の
解
説
〃
善
釈
精
要
〃
』
育
呂
．
ｚ
○
．
農
麗
）

「
阿
毘
達
磨
集
の
解
説
″
善
釈
阿
毘
達
磨
海
蔵
〃
』
宵
。
厚
Ｚ
。
“

切
吟
四
ｍ
）

ギ
ャ
ル
ッ
ァ
プ
は
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
よ
り
七
歳
若
く
、
ツ
ォ
ン
カ
パ

を
師
と
仰
い
で
い
た
が
、
彼
の
弟
子
の
殆
ん
ど
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
の

弟
子
で
も
あ
る
。
ケ
ー
ト
ゥ
プ
も
そ
の
よ
う
な
弟
子
の
一
人
で
あ

る
。
ケ
ー
ト
ゥ
プ
が
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
パ
と
な
っ
て
ほ
ど
な
く
、
ギ

ャ
ル
ッ
ァ
プ
は
六
八
歳
で
死
亡
し
た
。
彼
の
亡
骸
は
火
葬
さ
れ
て
、

ガ
ン
デ
ン
寺
の
ミ
イ
ラ
に
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
の

②

遺
体
の
右
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ケ
ー
ト
ゥ
プ

第
三
代
の
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
・
〈
、
ケ
ー
ト
ゥ
プ
Ⅱ
ゲ
ー
レ
ク
パ
ル

サ
ン
（
ロ
儲
際
尉
唱
具
）
（
篇
①
］
の
照
〔
甘
巴
胃
目
》
鴎
誤
ｌ
匡
駕
）
は
、

ツ
ァ
ン
テ
ー
の
ド
ク
シ
ュ
ン
（
９
口
晶
鴫
冒
昌
）
に
生
れ
、
ラ
ム
テ

ー
パ
Ⅱ
イ
ェ
ー
シ
ェ
ー
パ
ル
（
伊
閏
口
置
胃
閉
も
煙
倒
①
宙
、
烏
）
巴
）
、

ク
ン
ガ
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
（
属
目
〕
（
碕
烏
境
四
『
巴
冒
厨
〕
５
口
）
、
レ
ン
ダ
ワ

（
閃
呂
己
昌
農
冒
）
な
ど
に
就
い
て
、
硯
学
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

一
七
歳
の
時
、
大
学
者
ポ
ト
ン
Ⅱ
チ
ョ
ク
レ
ナ
ム
ギ
ャ
ル
宙
。
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色
目
勺
ご
○
蜆
匿
い
ｇ
騨
冒
壗
賜
巳
）
を
論
破
し
た
と
言
わ
れ
る
。
レ

ン
ダ
ワ
か
ら
比
丘
戒
を
受
け
、
セ
ラ
の
チ
ェ
テ
ィ
ン
（
ｇ
ｏ
“
且
冨
切
）

学
堂
で
ツ
ォ
ン
カ
パ
と
出
会
っ
た
が
、
そ
の
時
既
に
、
彼
の
胸
中

に
は
、
そ
れ
以
後
変
わ
る
こ
と
な
く
抱
き
つ
づ
け
た
師
へ
の
信
頼

の
念
は
根
づ
い
て
い
た
。
ギ
ャ
ル
ッ
ア
プ
や
持
律
者
タ
ク
。
〈
ギ
ャ

ル
ッ
ェ
ン
倉
己
巳
目
⑩
旨
日
侭
ぃ
ｇ
Ｈ
喝
巴
日
蕨
冒
昌
）
に
も
教
え

を
受
け
た
。
ギ
ャ
ン
ッ
ェ
（
吊
冒
胃
蕨
の
）
の
町
に
、
ラ
プ
テ
ン
Ⅱ

ク
ン
サ
ン
・
〈
ク
を
施
主
と
し
て
、
・
ハ
ル
コ
ル
Ⅱ
チ
ェ
デ
寺
を
創
建

し
た
。四

七
歳
の
年
、
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
パ
と
な
る
。
ジ
ャ
ム
ャ
ン
チ
ェ

ジ
ェ
（
前
出
、
ツ
ォ
ン
ヵ
。
〈
の
弟
子
）
は
彼
の
弟
子
で
も
あ
る
。
セ
ラ

③

寺
や
ガ
ン
デ
ン
寺
で
多
く
の
法
を
説
い
た
。

彼
の
著
作
の
主
な
も
の
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

『
〃
般
若
波
羅
蜜
多
優
波
提
舎
論
現
観
荘
厳
″
の
註
釈
た
る
〃
義

明
〃
の
解
説
、
〃
難
解
の
光
明
″
と
い
う
害
』
胄
呂
．
ｚ
○
．
望
臼
）

『
吉
祥
時
輪
の
大
註
〃
無
垢
光
″
に
対
す
る
広
釈
、
〃
真
性
を
照

ら
す
″
と
い
う
害
』
角
呂
．
ｚ
ｏ
望
尉
）

『
三
律
儀
略
説
決
定
論
、
〃
牟
尼
教
宝
帯
″
と
い
う
書
』
冑
呂
．

ｚ
○
・
ｍ
浅
巴

『
総
タ
ン
ト
ラ
部
建
立
広
釈
』
官
○
戸
ｚ
○
．
翌
＄
）

『
大
論
た
る
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ー
ル
ヅ
テ
ィ
カ
の
広
註
、
〃
正
理

四
第
五
代
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
・
〈

第
五
代
の
ロ
テ
チ
ェ
キ
ョ
ン
（
囚
。
唱
○
“
ｇ
ｏ
印
の
耳
目
消
鵠
や

匡
団
）
は
、
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
、
ギ
ャ
ル
ッ
ァ
プ
、
ケ
ー
ト
ゥ
プ
の
三

師
に
就
い
て
顕
密
二
教
の
典
籍
に
よ
く
通
じ
て
い
た
。
殊
に
時
輪

タ
ン
ト
ラ
に
す
ぐ
れ
、
註
釈
を
残
し
て
い
る
。
六
二
歳
で
ガ
ン
デ

⑤

ン
テ
ィ
パ
に
な
っ
た
。

ｅ
第
四
代
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
パ

第
四
代
の
シ
ャ
ル
ワ
Ⅱ
レ
ク
パ
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
（
望
騨
旨

旧
①
覗
串
）
い
］
軸
喝
己
目
蕨
冒
口
〕
届
計
ｌ
Ｅ
ｇ
）
は
、
シ
ア
ン
に
生
れ
、

ヤ
ル
寺
で
出
家
し
、
常
用
経
典
の
導
師
を
勤
め
た
。
ツ
ォ
ン
カ

④

に
随
行
し
、
六
四
歳
で
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
パ
と
な
る
。

海
″
の
う
ち
、
現
量
品
の
解
説
』
角
呂
．
Ｚ
。
、
閉
呂
）

「
甚
深
空
性
の
真
性
を
解
明
す
る
論
、
〃
賢
劫
開
眼
″
と
い
う

聿
巨
』
（
目
○
戸
ｚ
○
・
ｍ
吟
ｍ
ｅ

『
一
切
の
タ
ン
ト
ラ
の
王
吉
祥
秘
密
集
の
生
起
次
第
、
〃
利
験

海
〃
』
角
呂
．
ｚ
○
．
鯉
臼
）

『
〃
量
七
部
の
荘
厳
、
心
の
闇
を
除
去
す
″
と
い
う
害
』
宵
（
旨
．

ｚ
ｐ
訊
臼
）

シ目
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⑤
第
六
代
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
・
〈

第
六
代
の
パ
ソ
Ⅱ
チ
ェ
キ
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
（
囲
い
。
ｇ
ｏ
昌
豊

門
喝
巴
邑
蕨
冨
目
、
巨
呂
‐
匡
囹
）
は
、
ケ
ー
ト
ゥ
プ
の
弟
と
し
て
生
れ

た
。
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
を
初
め
諸
師
に
就
き
六
二
歳
で
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ

．
〈
と
な
る
。
時
輪
タ
ン
ト
ラ
の
生
起
次
第
と
円
満
次
第
、
中
観
思

想
、
ヤ
マ
ー
ン
タ
カ
の
生
起
次
第
と
円
満
次
第
と
い
う
三
つ
の
教

義
の
要
点
に
関
す
る
著
作
な
ど
が
あ
る
。
弟
子
に
は
、
ト
ゥ
プ
チ

ェ
ン
Ⅱ
チ
ェ
ド
ル
ジ
ェ
（
①
滝
ロ
ワ
ｏ
丘
①
ロ
○
面
○
の
ａ
ｏ
且
①
）
、
セ
ン
ル

ン
・
〈
Ⅱ
パ
ル
ド
ル
ジ
ェ
命
ｇ
旨
ゴ
も
ｐ
Ｑ
弓
巴
ａ
ｏ
且
①
）
、
カ
ム
パ

Ⅱ
ド
ル
ジ
ェ
パ
ル
（
園
日
の
冨
Ｂ
ｏ
１
の
§
巴
）
と
い
う
虹
の
体

を
獲
得
し
た
不
死
の
金
剛
三
兄
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
人
食
を
初
め

⑥

と
し
て
多
数
い
る
。

㈹
第
七
代
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
パ

第
七
代
の
ロ
テ
テ
ン
パ
（
国
○
四
。
の
胃
冨
昌
冨
〕
Ｅ
Ｅ
Ｉ
匡
認
）
は
、

ツ
ォ
ン
カ
。
〈
と
ギ
ャ
ル
ッ
ァ
プ
に
師
事
し
、
殊
に
弥
勒
の
教
え
を

よ
く
学
ん
だ
。
タ
ク
ポ
タ
ッ
ァ
ン
寺
を
建
立
し
、
弥
勒
の
五
部
論

の
う
ち
、
『
現
観
荘
厳
論
』
を
除
く
四
部
の
輪
と
、
『
プ
ラ
マ
ー
ナ

・
バ
ー
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
と
に
註
釈
を
行
っ
た
。
七
二
歳
で
ガ
ン
デ

⑦

ン
テ
ィ
・
〈
と
な
っ
た
。

㈲
第
八
代
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
・
〈

第
八
代
の
モ
ン
ラ
ム
パ
ル
（
切
言
ｏ
昌
曾
９
号
巴
》
匡
匡
１
巨
富
）
は
、

●
ハ
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
ゲ
ド
ゥ
ン
ト
ゥ
プ
や
シ
ェ
ラ
プ
セ
ン
ゲ
な
ど
に
師

事
し
、
ツ
ェ
タ
ン
で
三
六
冊
の
害
に
関
す
る
試
問
を
受
け
た
と
言

わ
れ
る
。
六
七
歳
で
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
パ
と
な
っ
た
。
『
プ
ラ
マ
ー

⑧

ナ
。
バ
ー
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
の
註
釈
を
著
わ
し
て
い
る
。

以
上
、
ギ
ャ
ル
ッ
ァ
プ
か
ら
第
八
代
ま
で
の
七
人
の
官
長
は
、

「
シ
ア
ン
出
身
の
文
殊
師
利
の
化
身
と
し
て
相
続
し
た
七
人
」

（
ご
§
号
冒
爵
哩
い
旦
冨
目
目
耳
亀
且
）
と
し
て
、
歴
代
の

ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
パ
の
中
で
も
、
特
に
勝
れ
た
ラ
マ
た
ち
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

現
在
（
一
九
八
五
年
）
の
ガ
ン
デ
ン
テ
ィ
パ
は
第
九
八
代
に
当
る
。

詳
細
は
、
第
四
七
代
ま
で
の
こ
と
は
、
サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ッ
オ
命
豊
ぃ

品
園
閉
侭
竜
四
目
蕨
ロ
ｐ
忌
劇
ｌ
弓
急
）
の
『
バ
イ
ド
ゥ
ー
ル
Ⅱ
セ
ル

⑨

ポ
』
宙
昌
言
制
日
冒
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
れ
以
後
第
五
二

代
ま
で
は
、
ロ
ン
ド
ル
リ
ソ
ポ
チ
ェ
（
冒
目
巳
。
］
匡
騨
日
煙
ｚ
侭

⑩

号
凰
亘
。
冒
目
ゞ
弓
ご
‐
扇
吊
）
の
全
集
を
、
そ
れ
以
後
は
、
例
え

ば
、
ケ
ッ
ン
サ
ン
ポ
（
日
嗣
富
の
昇
噸
巨
口
胃
凰
君
）
の
四
○
唱
名
宮
。
巴

己
旨
或
○
口
四
門
罰
旦
目
旨
鼻
い
口
旦
目
冒
①
冨
昌
嗣
巨
Ｑ
・
宮
⑳
日
》
ぐ
巳
．
ご
目
》

毛
ｐ
や
心
ｌ
唾
②
④
〉
伊
旨
Ｈ
ｐ
尉
討
○
命
日
旨
２
画
ご
毎
ぐ
○
二
＄
自
己
Ｑ
Ｐ
居
巨
弓
①
叩
〉

己
盲
目
目
、
巴
睡
〕
岳
曽
．
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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㈲
ガ
ン
デ
ン
寺

ゲ
ル
ク
派
の
本
山
ガ
ン
デ
ン
寺
は
関
し
て
は
、
「
ツ
ォ
ン
カ
。
〈

略
伝
一
の
項
で
既
に
述
、
へ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
二
学
堂
（
タ
ッ
ァ
ン
）

の
こ
と
を
少
し
記
す
こ
と
に
す
る
。

ガ
ン
デ
ン
寺
に
は
、
チ
ャ
ン
ッ
ェ
（
辱
§
計
。
）
と
シ
ャ
ル
ッ

ェ
（
砂
尉
刷
蕨
①
）
の
二
つ
の
学
堂
が
あ
る
。
チ
ャ
ン
ッ
ェ
学
堂
は
、

ホ
ル
テ
ン
Ⅱ
ナ
ム
カ
バ
ル
サ
ン
（
国
日
の
８
ｇ
ｚ
ｐ
Ｂ
Ｈ
己
白
⑳
伝
Ｑ
己
巴

騨
Ｎ
ｇ
）
を
初
代
の
チ
エ
ジ
ェ
令
旨
、
号
］
法
主
）
と
し
、
シ
ャ
ル
ッ

⑪

ェ
学
堂
は
ケ
ー
ト
ゥ
プ
を
初
代
の
チ
ェ
ジ
ェ
と
す
る
。

チ
ャ
ン
ッ
ェ
学
堂
で
は
、
セ
ラ
ジ
ェ
ッ
ン
パ
命
の
国
旦
の
昇
切
宮
口

恩
）
の
造
っ
た
教
科
書
が
用
い
ら
れ
、
シ
ャ
ル
ッ
ェ
学
堂
で
は
．
ハ

ン
チ
ェ
ン
ソ
タ
ク
弓
ｇ
ｇ
の
ロ
房
＆
唱
撹
い
）
の
教
科
書
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
堂
に
は
、
出
身
地
別
に
作
ら
れ
た

地
方
寺
院
（
冨
凰
蕨
冒
目
）
が
所
属
し
て
い
る
。
ガ
ン
デ
ン
寺
で

学
ぶ
僧
の
数
は
従
来
、
三
、
三
○
○
人
程
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

一
九
五
九
年
頃
に
は
五
、
○
○
○
人
の
僧
が
い
た
。

ロ
レ
プ
ン
寺

レ
プ
ン
寺
（
儲
国
“
名
員
一
切
）
は
、
ジ
ャ
ム
ャ
ン
チ
ェ
ジ
ェ
Ⅱ
タ

三
ゲ
ル
ク
派
の
主
要
寺
院

シ
・
ハ
ル
デ
ン
含
意
目
今
罫
国
画
ｍ
Ｏ
屋
○
め
ユ
①
窃
嵐
国
陛
、
邑
己
己
固
四
ご
》

届
ご
‐
匡
冷
）
が
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
要
請
に
よ
っ
て
一
四
一
六
年

（
一
説
に
は
、
一
四
一
七
年
）
に
創
建
し
た
チ
ベ
ッ
ト
最
大
の
学
問
寺

（
１
Ｎ
圭
伝
｝
づ
Ｃ
Ｏ

ジ
ャ
ム
ャ
ン
チ
ェ
ジ
ェ
は
、
一
○
八
冊
の
顕
密
の
書
を
修
得
し

諸
ん
じ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
『
中
論
』
や
『
現
観
荘
厳
論
』
に
関

す
る
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
の
害
を
よ
く
講
じ
、
ム
セ
。
〈
Ⅱ
ロ
テ
リ
ン
チ
ェ

ン
（
昌
属
、
閏
邑
聴
囚
ｏ
唱
○
の
Ｈ
旨
呂
の
ロ
）
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
弟
子

を
育
て
た
。
そ
の
中
か
ら
七
人
に
命
じ
て
講
義
を
行
わ
せ
た
。
そ

れ
が
も
と
と
な
っ
て
七
つ
の
学
堂
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即

ち
、
ゴ
マ
ン
（
⑳
の
○
日
四
ｓ
、
ロ
サ
リ
ン
（
四
○
明
巴
四
目
）
、
デ
ヤ

ン
（
ず
。
①
『
四
画
い
）
、
シ
ヤ
コ
ル
（
の
い
ぬ
の
丙
○
門
）
、
テ
サ
ム
Ⅶ
リ
ン
へ
目
ぽ
○
の

房
秒
日
哩
冨
〕
別
名
ゲ
バ
Ｈ
９
国
印
冒
）
、
ド
ゥ
ル
ワ
宮
口
巳
ｇ
）
、

ガ
ク
パ
（
の
ｚ
侭
の
園
）
の
七
学
堂
で
あ
る
。
後
に
は
、
ゴ
マ
ン
、

ロ
サ
リ
ン
、
デ
ャ
ン
、
ガ
ク
。
〈
の
四
学
堂
だ
け
が
残
っ
た
。

レ
プ
ン
寺
の
歴
代
の
官
長
に
は
優
れ
た
学
者
が
多
く
い
る
。
ジ

ャ
ム
ヤ
ン
レ
ク
・
〈
チ
ェ
ジ
ョ
ル
魯
荷
目
回
ぴ
買
騨
目
］
の
甥
も
沙
の
ロ
○
ｍ

ｇ
旨
Ｈ
》
別
名
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
ガ
ウ
ィ
ロ
ー
テ
昌
鯉
日
号
蔦
尉
身
島
冨
官

哩
○
四
○
の
』
略
し
て
ガ
ロ
と
も
呼
ば
れ
る
。
巨
賠
。
Ｈ
辰
ご
‐
嵐
ｇ
ｏ
Ｈ
勗
晨
）

は
類
い
ま
れ
な
学
者
で
あ
り
行
者
で
も
あ
る
。
そ
の
弟
子
の
中
か

ら
は
、
ギ
ャ
ル
ワ
Ⅱ
ゲ
ド
ゥ
ン
ギ
ャ
ム
ッ
ォ
青
の
割
皀
ｇ
Ｑ
の
①
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Ｅ
目
壗
喝
沙
目
苦
。
』
匡
割
ｌ
扇
億
・
第
二
世
ダ
ラ
イ
ラ
己
な
ど
優
れ

た
学
者
が
輩
出
し
て
い
る
。
ガ
ロ
は
「
大
乗
荘
厳
経
論
』
「
現
観

荘
厳
論
』
『
中
論
』
『
入
中
論
』
及
び
論
理
学
に
よ
く
通
じ
て
そ
れ

ら
の
註
釈
を
書
い
て
い
る
。
サ
キ
ャ
派
の
ゴ
ゥ
ォ
ラ
プ
ジ
ャ
ム
。
〈

（
。
。
ｇ
Ｈ
§
ｇ
怠
日
の
葛
）
が
ツ
ォ
ン
カ
パ
を
批
判
し
た
の
に
対

し
て
、
『
ナ
ム
チ
ャ
ク
コ
ロ
』
念
ｚ
自
己
旨
侭
⑱
唇
斥
豈
○
尉
旨
）
と
い
声
つ

書
を
著
わ
し
て
、
そ
の
批
判
を
退
け
た
。
五
三
歳
で
ゴ
マ
ン
学
堂

の
学
長
と
な
っ
て
い
る
。

ガ
ロ
の
後
、
ヨ
ン
テ
ン
ギ
ャ
ッ
ォ
、
ゲ
ド
ゥ
ギ
ャ
ム
ッ
ォ
、
・
ハ

ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
ソ
ナ
ム
タ
ク
。
〈
、
ギ
ャ
ル
ワ
Ⅱ
ソ
ナ
ム
ギ
ャ
ッ
ォ
な

⑫

ど
が
官
長
の
位
に
就
い
た
。

パ
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
ソ
ナ
ム
タ
ク
・
〈
が
、
そ
れ
ま
で
レ
プ
ン
寺
の
ロ

サ
リ
ン
学
堂
で
用
い
ら
れ
て
い
た
ガ
ロ
の
教
科
書
（
圏
揖
。
ｇ
）
に

代
わ
る
新
た
な
教
科
書
を
造
っ
て
か
ら
、
ロ
サ
リ
ン
の
教
科
書
は
、

ガ
ン
デ
ン
寺
の
シ
ャ
ル
ッ
ェ
学
堂
を
初
め
、
多
く
の
学
堂
で
も
教

科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

パ
ン
チ
ェ
ン
ー
ソ
ナ
ム
タ
ク
パ
（
弓
自
己
昂
口
ご
切
昌
］
〕
出
胃
ぃ
四
‐
高
い

君
」
匡
詞
ｌ
扇
理
）
は
、
ラ
サ
の
南
、
ツ
ェ
タ
ン
（
自
切
の
昌
自
）
で

生
れ
た
。
セ
ル
チ
ェ
学
堂
で
は
、
ラ
マ
Ⅱ
テ
ン
ョ
ェ
パ
ル
デ
ン
ョ

ン
ジ
ン
に
師
事
し
、
ギ
ュ
ト
ェ
寺
で
は
ド
ル
ジ
ェ
チ
ャ
ン
Ⅱ
チ
ェ

デ
ン
ロ
テ
に
就
い
て
密
教
を
学
び
、
そ
の
官
長
を
一
四
年
間
勤
め

て
い
る
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
第
二
世
か
ら
も
教
え
を
受
け
、
一
五
一
三

年
ロ
サ
リ
ン
学
堂
の
学
長
に
な
り
、
そ
の
後
一
五
三
五
年
に
は
ガ

ン
デ
ン
テ
ィ
。
〈
に
就
任
し
て
い
る
。
第
二
世
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
転
生

活
仏
で
あ
る
第
三
世
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
自
分
の
名
前
の
一
部
を
与
え

て
、
ソ
ナ
ム
ギ
ャ
ッ
オ
と
名
づ
け
た
。
七
七
歳
で
亡
く
な
り
、
そ

の
舎
利
は
、
レ
プ
ン
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
マ
ン
学
堂
の
教
科
書
の
著
者
ク
ン
ヶ
ン
Ⅱ
ジ
ャ
ム
ャ
ン
シ
〒
一

。
〈
（
嵐
ロ
ロ
日
丙
ほ
割
の
口
唇
］
砂
目
ロ
ヴ
割
四
園
ご
骨
ｐ
９
℃
ｐ
ｚ
侭
○
ず
自
胃
尉
○
冒

涜
目
の
〕
届
急
ｌ
弓
曽
）
は
、
ア
ム
ド
の
ド
メ
（
冒
口
○
ｍ
目
且
）
の
生
れ
で

あ
る
・七

歳
の
時
に
、
比
丘
ソ
ナ
ム
フ
ン
ト
ゥ
プ
か
ら
文
字
の
書
き
方

を
習
い
、
一
三
歳
の
時
に
、
イ
エ
ー
シ
ェ
ギ
ャ
ッ
オ
の
許
で
出
家

し
、
沙
弥
と
な
る
。
一
二
歳
の
時
に
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
出
、
そ
の

年
に
レ
プ
ン
寺
の
ゴ
マ
ン
学
堂
に
入
る
。
そ
れ
以
後
、
チ
ャ
ン
キ

ャ
Ⅱ
ガ
ク
ワ
ン
チ
エ
デ
ン
合
目
印
目
の
］
“
国
ｚ
酋
函
。
ご
ｇ
ｏ
琶
○
、
国
四
国
）

に
師
事
し
、
二
五
歳
の
時
、
サ
ン
プ
で
十
難
解
学
に
関
す
る
試
験

を
受
け
て
い
る
。

三
三
歳
の
時
、
セ
ギ
ュ
寺
の
ド
ジ
ェ
チ
ャ
ン
Ⅱ
『
｜
ン
チ
ョ
ク
ャ

ル
。
ヘ
ル
が
老
齢
の
た
め
に
ツ
ォ
ン
ヵ
・
〈
か
ら
伝
わ
る
密
教
の
口
伝

が
途
絶
え
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
そ
の
口
伝
を
継

承
す
る
た
め
に
彼
に
就
い
た
。
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ま
た
プ
ト
ン
が
校
討
し
た
大
蔵
経
の
甘
殊
雨
テ
キ
ス
ト
「
ギ
ャ

ル
ッ
ェ
テ
ン
・
〈
ソ
マ
』
（
Ｈ
○
判
巴
胃
の
①
冒
昏
の
日
名
①
己
、
目
色
こ
の
害

は
現
在
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
一
説
に
は
蒙
古
に
存

在
す
る
と
言
わ
れ
る
。
）
を
よ
く
読
ん
だ
。
五
三
歳
で
ゴ
マ
ン
学

堂
の
学
長
と
な
る
。
一
七
一
○
年
ド
メ
の
地
に
タ
シ
キ
ル
寺
を
建

立
し
た
。
後
に
は
ド
メ
地
方
で
最
も
重
要
な
寺
院
と
な
っ
た
。

第
二
世
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
シ
ェ
。
〈
、
コ
ン
チ
ョ
ク
ジ
ク
メ
ワ
ン
ポ

（
ご
色
日
こ
す
ご
目
印
ず
昏
煙
Ｑ
も
四
目
８
口
目
呂
品
ご
侭
の
目
８
Ｑ
ご
自

冒
ゞ
弓
鵲
１
房
目
）
は
、
ド
メ
の
出
身
で
あ
る
。
ゲ
シ
ェ
ガ
ク
ワ
ン

テ
ン
ジ
ン
な
ど
に
師
事
し
、
二
二
歳
の
時
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
Ⅱ
イ
ェ

シ
ェ
テ
ン
ピ
ト
ン
メ
（
５
Ｐ
国
鳥
割
四
圏
①
冷
め
房
冨
口
も
四
宮
の
四
○
昌
日
①
》

后
自
ゆ
ご
幽
境
巳
ｇ
言
ａ
○
且
①
の
弟
子
）
や
、
ギ
ャ
ル
チ
ョ
ク
Ⅱ
カ

ル
サ
ン
ギ
ャ
ッ
ォ
（
第
七
世
ダ
ラ
イ
ラ
ご
や
、
パ
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
。
〈
ル

デ
ン
イ
ェ
シ
ェ
（
第
三
世
・
〈
ン
チ
ェ
ン
ラ
ご
な
ど
に
教
え
を
受
け
、

ゴ
マ
ン
学
堂
の
学
長
と
な
っ
た
。

ゴ
マ
ン
学
堂
の
初
代
学
長
は
、
ト
ゥ
ン
タ
ク
。
〈
Ⅱ
リ
ン
チ
ェ
ン

パ
で
あ
り
、
ロ
サ
リ
ン
学
堂
の
初
代
学
長
は
、
ロ
ボ
ン
Ⅱ
レ
ン
デ

ン
パ
で
あ
り
、
デ
ャ
ン
学
堂
の
初
代
学
長
は
、
チ
ョ
ク
パ
・
ハ
ル
で

あ
る
。
デ
ャ
ン
学
堂
は
レ
プ
ン
寺
の
中
で
は
最
も
小
さ
な
学
堂
で

あ
り
、
僧
の
数
も
五
○
○
名
程
度
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
五
世

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
造
っ
た
教
科
書
を
用
い
て
い
る
。

日
セ
ラ
寺

セ
ラ
Ⅱ
テ
ク
チ
ェ
ン
リ
ン
宙
①
Ｈ
ｐ
昏
凋
ｓ
ｏ
目
哩
罫
）
は
、
ツ

ォ
ン
カ
パ
が
曾
て
、
こ
の
地
で
般
若
経
の
言
葉
が
金
色
の
文
字
と

な
っ
て
空
中
に
現
わ
れ
た
の
を
見
て
、
大
き
な
僧
伽
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
予
言
し
た
通
り
に
、
彼
の
弟
子
チ
ャ
ム
チ
ェ
ン
チ

ェ
ジ
ェ
Ⅱ
シ
ャ
ー
キ
ャ
イ
ェ
シ
ェ
Ｂ
琶
画
目
、
烏
①
ｐ
ｇ
Ｏ
ｍ
且
①
団

耳
凹
瀞
滞
砂
国
思
‐
匡
尉
）
が
一
四
一
五
年
に
創
建
し
た
。

チ
ャ
ム
チ
ェ
ン
は
、
ツ
ァ
ル
地
方
の
グ
ン
タ
ン
（
の
目
昏
且
）
に

生
れ
た
。
彼
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
明
の
成
祖
永
楽
帝
に
招
か
れ
た

時
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
に
彼
の
地
に
行
く
こ
と
の
無
益
な
こ
と
、
の
み

な
ら
ず
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
仏
教
に
と
っ
て
か
え
っ
て
損
失
の
方
が
大
き
い

こ
と
を
進
言
し
、
師
の
代
理
と
し
て
自
ら
北
京
に
趣
い
た
。

北
京
で
は
種
々
の
神
通
を
示
し
た
り
、
皇
帝
が
病
気
の
時
に
は

彼
に
灌
頂
を
授
け
て
そ
の
病
を
治
し
た
り
し
た
。
ま
た
五
台
山
に

ゲ
ル
ク
派
の
寺
院
を
建
立
し
た
。
彼
が
帰
国
す
る
時
、
永
楽
帝
は

ガ
ク
・
〈
学
堂
の
初
代
学
長
は
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
Ⅱ
ツ
ル
テ
ィ
ム
で

あ
り
、
ド
ゥ
ル
ワ
学
堂
の
初
代
学
長
は
、
ト
ゥ
ン
ヅ
ォ
ン
ト
ゥ
タ

ク
．
〈
で
あ
り
、
シ
ャ
コ
ル
学
堂
の
初
代
学
長
は
、
ナ
ル
タ
ン
ラ
プ

チ
ョ
ク
。
〈
で
あ
り
、
ゲ
バ
学
堂
の
初
代
学
長
は
ロ
ボ
ン
Ⅱ
ク
ン
サ

ン
リ
ン
チ
ェ
ン
で
あ
る
。
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中
国
で
初
め
て
開
版
さ
れ
た
チ
今
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
（
永
楽
版
、
甘
殊
爾

部
）
や
十
六
羅
漢
像
や
釈
迦
像
な
ど
を
贈
呈
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

セ
ラ
寺
の
宝
物
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
再
び
永
楽
帝
に

⑬

招
か
れ
北
京
に
趣
い
た
が
、
そ
の
帰
途
、
彼
の
地
で
客
死
し
た
。

彼
の
後
に
セ
ラ
寺
の
官
長
に
は
、
ジ
》
一
Ⅱ
タ
ル
ヶ
サ
ン
ポ
、
グ

ン
ル
Ⅱ
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
サ
ン
ポ
が
着
任
し
た
。
そ
の
後
、
カ
ン
テ

ィ
ル
Ⅱ
シ
ヤ
ル
ラ
プ
チ
ャ
ム
、
ロ
ー
テ
ー
リ
ン
チ
ェ
ン
セ
ン
ゲ
が

官
長
に
就
任
し
、
中
観
の
教
科
書
な
ど
を
造
っ
た
が
、
後
に
ジ
ェ

ッ
ン
Ⅱ
チ
ェ
キ
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
宕
言
巴
ｑ
胃
閏
巴
冒
蔚
冨
戸
匡
＄
１

局
瞳
）
の
教
科
書
が
出
さ
れ
る
に
及
ん
で
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
後
に
は
、
ネ
テ
ン
。
〈
、
ヘ
プ
チ
ェ
ジ
ェ
、
ニ
ャ
ル
テ
ン
Ⅱ
。
〈

ル
ジ
ョ
ル
フ
ン
ト
ゥ
プ
命
ｚ
己
ｍ
３
ｐ
Ｑ
勺
こ
げ
ず
］
○
円
房
巨
口
唱
ロ
ロ

扇
臼
ｌ
屋
豐
彼
は
シ
ャ
キ
ャ
チ
ョ
ク
デ
ン
を
論
破
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ツ
ォ
ン
ヵ
。
〈
の
『
了
義
未
了
義
善
説
真
髄
』
に
対
す
る
註
釈
を
著
わ

し
て
い
る
。
）
、
マ
ン
テ
Ⅱ
．
〈
ル
デ
ン
ロ
ー
テ
ー
、
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
Ⅱ

テ
ン
イ
ェ
パ
ル
デ
ン
、
ギ
ォ
ル
ワ
Ⅱ
ゲ
ー
ド
ゥ
ン
ギ
ャ
ル
ッ
ォ
、

ジ
ェ
ッ
ン
ー
チ
ェ
キ
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
、
・
ハ
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
ソ
ナ
ム
タ

ク
パ
、
チ
ェ
タ
サ
ン
ポ
、
ギ
ャ
ル
ワ
Ⅱ
ソ
ナ
ム
ギ
ャ
ッ
オ
、
ト
ン

コ
ル
Ⅱ
ヨ
ン
テ
ン
ギ
ャ
ッ
ォ
、
ギ
ャ
ル
ワ
Ⅱ
ヨ
ン
テ
ン
ギ
ャ
ッ
ォ
、

⑭

パ
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
チ
ェ
ギ
ャ
ン
、
ギ
ャ
ル
ワ
ガ
パ
チ
ェ
ン
ポ
、
ギ
ャ

ル
ワ
Ⅱ
シ
ア
ン
、
ヤ
ン
ギ
ャ
ッ
ォ
な
ど
が
そ
の
位
に
就
い
た
。
セ

ラ
寺
は
古
く
は
、
ギ
ヤ
学
堂
（
ら
冨
唱
騨
厨
冨
己
と
再
ム
テ
ン
学

堂
（
目
３
目
算
ｇ
）
と
メ
学
堂
（
”
言
且
）
と
ト
ェ
学
堂
（
凸
Ｃ
ｅ
と

の
四
学
堂
よ
り
成
っ
て
い
た
が
、
ギ
ヤ
と
ロ
ム
テ
ン
の
二
つ
は
ト

ェ
学
堂
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
後
最
終
的
に
は
、
セ
ラ
メ
ａ
①
日

の
目
且
）
と
セ
ラ
チ
ェ
命
①
国
ご
①
の
）
と
セ
ラ
ガ
ク
。
〈
命
の
国

の
。
Ｐ
鴨
冨
）
の
三
学
堂
と
な
っ
た
。
セ
ラ
メ
と
い
う
の
は
そ
の
地

名
か
ら
き
た
呼
称
で
あ
り
、
正
式
に
は
テ
ン
サ
ム
ノ
ル
ウ
ー
リ
ン

角
ロ
○
ｍ
冨
煙
Ｂ
ｐ
Ｏ
Ｈ
ご
ロ
冒
哩
ヨ
）
と
い
』
フ
。

セ
ラ
チ
エ
学
堂
は
、
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
弟
子
で
あ
る
ク
ン
ヶ
ン
ロ

ー
テ
ー
Ⅱ
リ
ン
チ
ェ
ン
セ
ン
ゲ
（
厨
ロ
ロ
９
戸
犀
域
①
口
匡
○
四
○
の
両
目

号
。
ご
ｍ
ｇ
鴨
）
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
彼
は
一
一
ン
マ
派
の
行
者

の
子
と
し
て
生
れ
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
出
て
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
の
教
え

を
受
け
た
。
実
際
上
の
師
は
ゲ
ド
ゥ
ン
ト
ゥ
プ
（
第
一
世
ダ
ラ
イ
ラ

マ
）
で
あ
る
。
更
に
ジ
ャ
ム
ャ
ン
チ
ェ
ジ
ェ
に
も
師
事
し
た
。
最

初
レ
プ
ン
寺
で
学
ん
で
い
た
が
、
彼
の
学
徳
を
妬
む
者
が
多
く
な

っ
た
た
め
に
、
一
○
○
名
ほ
ど
の
弟
子
た
ち
と
供
に
セ
ラ
寺
に
移

っ
た
の
で
あ
る
。
セ
ラ
寺
の
僧
た
ち
の
最
上
座
に
迎
え
ら
れ
て
座

し
た
時
、
チ
ャ
ム
チ
ェ
ン
チ
ェ
ジ
ェ
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
十

六
羅
漢
像
の
一
つ
が
彼
に
歓
迎
す
る
言
葉
を
か
け
た
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
セ
ラ
寺
の
各
堂
か
ら
多
く
の
比
丘
た
ち
が
彼
の
許

に
集
ま
っ
た
の
で
、
彼
の
創
建
し
た
セ
ラ
チ
ェ
の
学
堂
は
、
別
名

42



チ
ェ
ケ
マ
ン
（
国
胃
⑱
目
冨
尉
白
目
》
学
者
の
多
い
チ
ェ
学
堂
）
と
も

⑮

呼
ば
れ
る
。

セ
ラ
チ
ェ
学
堂
の
教
科
書
の
著
者
セ
ラ
ジ
ェ
ッ
ン
・
〈
Ⅱ
チ
ェ
キ

ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
命
①
Ｈ
色
且
①
三
の
巨
口
冨
○
言
巴
Ｑ
貝
四
、
巴
目
厨
冒
弓
〕
〕

Ｅ
ｇ
ｌ
勗
瞳
）
の
こ
と
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
彼
の
名
は
、
彼
の

母
が
ケ
ー
ト
ゥ
プ
の
弟
バ
ソ
Ⅱ
チ
ェ
キ
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
を
礼
拝
し

に
出
か
け
た
折
に
、
バ
ソ
が
彼
女
に
、
や
が
て
生
れ
て
く
る
子
供

に
自
分
と
同
じ
名
を
つ
け
る
よ
う
に
と
告
げ
た
こ
と
に
因
ん
で
命

名
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
六
歳
の
時
に
ゲ
ド
ゥ
ン
ト
ゥ
プ
と

チ
ェ
ジ
ェ
Ⅱ
．
ハ
ル
ジ
ョ
ル
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
所
で
命
灌
頂
を
受
け

て
い
る
。

彼
は
最
初
タ
シ
ル
ン
ポ
で
学
ん
だ
。
セ
ラ
メ
学
堂
で
は
ク
ン
ヶ

ン
Ⅱ
チ
ェ
ジ
ョ
ル
。
ハ
ル
サ
ン
に
就
い
た
。
そ
の
後
中
央
チ
。
ヘ
ッ
ト

に
出
て
、
セ
ラ
寺
に
入
り
、
セ
ラ
チ
ェ
学
堂
の
テ
ン
イ
ェ
。
〈
ル
デ

ン
に
就
い
て
、
四
難
解
学
の
註
釈
な
ど
を
学
ん
だ
。
彼
に
は
勝
れ

た
四
人
の
弟
子
が
い
る
。

般
若
学
の
方
面
で
は
、
ケ
ー
ト
ゥ
プ
Ⅱ
ジ
ャ
ム
パ
テ
ィ
が
い
る
。

中
観
学
で
は
ジ
ェ
ト
ゥ
ン
Ⅱ
シ
ェ
ラ
プ
ワ
ン
ポ
が
、
論
理
学
で
は

タ
ナ
ク
Ⅱ
ゲ
ド
ゥ
ン
ロ
サ
ン
が
、
戒
律
学
で
は
．
〈
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
デ

レ
ク
’
一
マ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
勝
れ
て
お
り
、
各
々
そ
の
分
野
の
教
科

書
の
著
者
で
も
あ
る
。

ガ
ク
パ
学
堂
は
も
と
蒙
古
皇
帝
ラ
サ
ン
汗
（
拉
蔵
汗
）
の
息
災
を

祈
る
礼
拝
堂
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
蒙
古
出
身
の
僧
た
ち
は
、
夏
は

北
部
チ
響
ヘ
ッ
ト
で
過
し
、
冬
は
ラ
サ
で
暮
し
て
い
た
が
、
セ
ラ
寺

の
集
会
堂
が
古
く
な
り
傷
ん
だ
た
め
に
新
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

ラ
サ
ン
汗
が
そ
れ
を
建
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
し
い
集
会
堂

へ
移
し
た
残
り
の
仏
像
な
ど
と
共
に
こ
の
古
い
集
会
堂
は
蒙
古
出

身
の
僧
た
ち
に
与
え
ら
れ
、
ガ
ク
・
〈
学
堂
と
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
学
堂
で
は
主
と
し
て
、
密
教
の
儀
軌
が
実
践
さ

⑯

れ
て
い
る
。

卿
タ
シ
ル
ソ
ポ
寺

シ
ア
ン
の
シ
ヵ
ッ
ェ
の
近
く
に
あ
る
タ
シ
ル
ン
ポ
寺
含
属
国

獣
い
冒
目
ｇ
）
は
、
一
四
四
七
年
に
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
弟
子
ゲ
ド
ゥ

ン
ト
ゥ
・
フ
倉
①
。
ｇ
ロ
ロ
唱
号
ゞ
後
に
第
一
世
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
な
る
）
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
寺
は
論
理
学
の
盛
ん
な
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
。
ゲ
ド
ゥ
ン
ト
ゥ
プ
に
次
い
で
・
ハ
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
サ
ン
ポ

タ
シ
が
官
長
と
な
り
、
以
後
、
パ
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
ル
ン
リ
ク
ギ
ャ
ッ

ォ
、
パ
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
イ
ェ
シ
ェ
ッ
ェ
モ
、
ギ
ャ
ル
ワ
Ⅱ
ゲ
ン
ド
ゥ

ン
ギ
ャ
ッ
ォ
、
ガ
リ
ハ
ッ
ン
Ⅱ
テ
ン
ピ
ニ
マ
、
パ
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
シ

ャ
ン
テ
ィ
パ
Ⅱ
ロ
ー
テ
ー
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
、
．
〈
ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
テ
ン

イ
ェ
ギ
ャ
ッ
ォ
、
シ
ャ
ン
テ
ン
Ⅱ
ロ
ー
テ
ー
レ
ク
サ
ン
、
ネ
ニ
ン
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チ
ェ
ジ
ェ
Ⅱ
チ
ェ
キ
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
、
シ
ャ
ン
テ
ン
Ⅱ
サ
ン
ト
ゥ

プ
・
〈
ル
サ
ン
、
ニ
ャ
ン
テ
ン
Ⅱ
ダ
ム
チ
ェ
ヤ
ル
・
ヘ
ル
、
ニ
ャ
ン
テ

⑰

ン
Ⅱ
ハ
ワ
ン
ロ
ー
テ
ー
が
順
次
そ
の
位
に
就
い
た
。

そ
の
後
に
ロ
ー
サ
ン
チ
ェ
ギ
ャ
ン
（
囚
。
胃
目
目
。
ぃ
晶
冒
ご
》

届
ご
ｌ
届
包
）
が
就
位
し
た
が
、
彼
以
後
タ
シ
ル
ン
ポ
寺
の
官
長
は

前
任
者
の
化
身
（
活
仏
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
・
ハ
ン
チ
ェ
ン
を

名
の
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
ラ
マ
供
養
や
道
次
第
楽
道
（
目
の

冨
日
）
の
た
め
の
読
調
経
典
作
成
に
勝
れ
て
お
り
、
彼
の
造
っ
た
経

典
は
ゲ
ル
ク
派
の
中
に
広
く
普
及
し
て
い
る
。

第
二
世
・
ハ
ン
チ
ェ
ン
活
仏
に
は
ロ
ー
サ
ン
イ
ェ
シ
ェ
（
囚
。
胃
凰

淵
附
”
》
息
罷
ｌ
弓
笥
）
が
就
任
し
た
。
彼
の
造
っ
た
道
次
第
迅
速
道

の
経
典
は
こ
の
派
の
中
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
第
三
世
は
。
〈
ル
デ

ン
イ
ェ
シ
ェ
（
月
伊
巨
８
口
淵
附
い
、
弓
務
ｌ
弓
ｇ
）
、
第
四
世
は
テ
ン

ピ
’
一
マ
（
冨
弓
自
冒
言
日
日
“
》
弓
馬
‐
畠
困
）
ゞ
第
五
世
は
テ
ン
ピ
ワ

ン
チ
ュ
ク
（
肩
目
騨
冒
恩
官
号
豊
も
ご
侭
勗
閉
ｌ
屍
総
）
、
第
六
世
は

チ
ェ
キ
’
一
マ
（
ｇ
ｏ
の
辱
］
副
自
国
．
勗
鴎
１
９
雪
）
で
あ
り
、
現
在
第

七
世
の
チ
ェ
キ
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
Ⅱ
テ
ィ
ン
レ
フ
ン
ト
ゥ
プ
（
忌
諸
‐

）
が
位
に
就
い
て
い
る
（
京
北
在
住
）
。

㈲
ギ
ュ
メ
寺

ギ
ュ
メ
寺
（
］
‐
①
目
ｐ
ｅ
ｍ
目
且
）
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
弟
子
シ
ェ
ラ
プ

セ
ン
ゲ
缶
①
切
周
号
伽
ｇ
鴨
．
γ
匡
禽
）
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
ギ

ュ
テ
寺
（
箇
冒
Ｑ
ｍ
８
ｅ
と
共
に
ラ
サ
市
内
に
あ
る
密
教
の
専
門

道
場
で
あ
る
。
こ
の
二
ヶ
寺
か
ら
交
替
で
ガ
ン
デ
ン
寺
の
官
長
を

出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

シ
ェ
ラ
プ
セ
ン
ゲ
は
、
ツ
ァ
ン
テ
の
地
に
生
れ
、
ナ
ル
タ
ン
で

出
家
し
た
・
中
央
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
に
出
て
、
は
じ
め
は
ロ
ン
テ
ン
（
”
目

の
甘
口
》
サ
ー
キ
ャ
派
の
人
、
ツ
ォ
カ
パ
の
批
判
者
と
し
て
知
ら
れ
る
）
に

就
い
た
が
、
後
に
ツ
ォ
ン
カ
パ
や
ド
ゥ
ル
ジ
ン
、
ギ
ャ
ル
ッ
ァ
プ

に
師
事
し
、
中
観
・
般
若
・
論
理
な
ど
を
学
び
、
ロ
ン
テ
ン
の
教

え
を
捨
て
た
。
後
に
ケ
ー
ト
ゥ
プ
か
ら
時
輪
タ
ン
ト
ラ
な
ど
を
学

ん
だ
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
か
ら
は
、
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
に
関
す
る
月

称
の
註
釈
に
対
す
る
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
復
註
角
呂
．
ｚ
ｏ
ｍ
闇
総
ｌ
圏
霞
）

や
、
五
次
第
の
註
釈
官
目
．
ｚ
○
．
認
ｓ
）
や
勝
楽
タ
ン
ト
ラ
の
註

釈
冑
呂
．
Ｚ
。
．
劇
届
）
や
時
輪
タ
ン
ト
ラ
や
ヘ
ー
バ
ジ
ュ
ラ
タ
ン

ト
ラ
な
ど
を
聞
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
が
最

⑱

も
彼
の
興
味
を
そ
そ
っ
た
。
一
四
一
九
年
セ
ラ
寺
に
滞
在
し
て
い

た
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
は
、
法
要
の
席
上
で
弟
子
た
ち
に
彼
の
密
教
の
後

継
者
と
な
る
者
が
い
る
か
否
か
を
訊
ね
た
。
再
度
同
じ
こ
と
が
訊

ね
ら
れ
た
が
、
後
継
者
に
な
り
た
い
と
申
し
出
る
者
は
誰
も
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
シ
一
一
ラ
プ
セ
ン
ゲ
が
、
そ
の
役
目
を
ひ
き
受
け

た
い
と
申
し
出
た
所
、
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
は
非
常
に
喜
び
、
彼
の
所
持
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し
て
い
た
秘
密
供
養
に
用
い
る
力
・
〈
－
ラ
（
頭
蓋
骨
で
で
き
た
器
）

や
、
秘
密
集
会
の
黄
金
の
仏
像
や
、
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
月
称
註

に
対
す
る
彼
の
復
註
や
、
そ
の
他
種
灸
の
密
教
の
典
籍
や
儀
軌
に

⑲

用
い
る
仏
具
を
与
え
た
。

シ
ェ
ラ
プ
セ
ン
ゲ
の
弟
子
に
は
、
ゲ
ド
ゥ
ン
ト
ゥ
プ
（
後
の
第
一

世
ダ
ラ
イ
ラ
マ
）
な
ど
が
い
る
。
ま
た
シ
ア
ン
の
地
に
セ
ギ
ュ
・
〈

（
陣
昌
尉
賜
且
冨
）
と
い
う
密
教
寺
院
を
建
立
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
官
長
の
位
を
．
〈
ル
デ
ン
サ
ン
ポ
（
（
弓
四
目
８
口
ｇ
凰
冒
、
Ｅ
ｓ

１
匡
国
）
に
譲
り
、
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
か
ら
授
け
ら
れ
た
秘
密
集
会
タ
ン

ト
ラ
の
復
註
も
彼
に
与
え
て
諸
寺
を
遍
歴
し
た
。
後
年
セ
ギ
ュ
。
〈

寺
か
ら
ジ
ャ
ム
ャ
ン
シ
エ
バ
（
ご
四
目
号
》
§
の
房
冒
旦
冒
畠
歸
‐

⑳

弓
堕
）
な
ど
の
勝
れ
た
学
僧
が
輩
出
し
て
い
る
。

㈲
ギ
ュ
テ
寺

ギ
ュ
テ
寺
（
Ｈ
の
割
巨
Ｑ
の
８
。
）
は
ク
ン
ガ
テ
ン
ト
ゥ
プ
（
属
一
目
。
”
農

貸
）
ロ
唱
号
、
匡
弓
‐
匡
雷
）
に
よ
っ
て
、
一
四
七
四
年
に
創
建
さ
れ
た
。

ク
ン
ガ
テ
ン
ト
ゥ
プ
は
シ
ア
ン
に
生
れ
、
ナ
ル
タ
ン
で
出
家
し
た
。⑳

ゲ
ド
ゥ
ン
ト
ゥ
。
フ
や
シ
ェ
ラ
・
フ
セ
ン
ゲ
に
就
い
て
密
教
を
学
ん
だ
。

註
①
国
ｇ
ａ
ｇ
鴨
目
ｇ
匡
冒
（
、
恩
の
９
房
○
斤
＆
弓
○
時
の
○
自
ら
旨
唄
巨

Ｆ
目
。
四
》
ｚ
⑦
尋
ワ
の
旨
』
己
囹
）
爵
〕
旨
臼
志
以
下
参
照
。

②
詞
昌
目
Ｈ
、
⑦
舜
冒
》
ｇ
』
鼬
）
弾

③
ご
匙
・
｝
臼
ゞ
色
．
饅

④
ご
己
．
】
ｓ
・
色
〕
。

⑤
号
己
・
》
ｓ
》
戸
函
１
＄
）
秒
）
］
．

⑥
号
冨
・
』
ｇ
』
四
】
］
．

⑦
号
昼
・
〉
＄
』
ロ
］
．

③
旨
国
・
｝
＆
戸
口

⑨
号
菖
・
〕
ｇ
一
色
、
弾

⑩
』
Ｆ
ｇ
ａ
ｏ
］
鴨
目
弓
巨
日
・
」
§
〉
旨
ご
ふ
ｌ
巨
引
》
岸

⑪
昏
巨
．
．
§
』
旨
副
」
干
跨

⑫
弓
冒
冒
嶌
弓
。
ｐ
唱
号
目
ｓ
島
》
陰
』
ず
産
ｌ
怠
》
戸
宗

⑬
９
葛
色
“
Ｐ
目
の
口
９
房
目
。
ｇ
壗
閏
且
昇
８
ｍ
ｇ
且
。
冒
鴨

蕨
彦
巳
も
○
］
］
の
９
①
Ｑ
ご
く
○
吋
冨
旦
冠
ロ
ｐ
Ｈ
ご
ロ
庁
○
ぬ
ｚ
ゅ
頭
・
ず
ゅ
．

ご
ｐ
ｇ
ｍ
ｇ
｝
ｚ
の
尋
己
の
旨
》
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